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母親の身近な人間関係におけるストレス感と 

不適切な養育行動の関連性について 
 

浦山晶美１ 金川克子２ 大木秀一２ 
 

概要 
 1 歳 6 か月・3 歳児健診に訪れた母親を対象に，母親の身近な人間関係のストレス感がどのように育

児態度に影響するのか，その関連性を明らかにする目的で 534 名に自己記入式質問紙を配布し 383 名か

ら回収された．調査は無記名とし回収は郵送で行った．結果は，子ども，夫の親に半分以上の母親がス

トレスを感じており，次いで多かったのは夫であった．子ども，夫に対してストレス感があるときには，

他の人間関係にストレスを感じている場合よりも不適切な養育行動が多くの項目において有意にみられ

た．また，母親が子どもにストレスを感じているものは，感じていないものよりも，夫，自分の親，夫

の親，近所付き合い，親戚付き合い，の人間関係に有意にストレスを感じているものが多いことが認め

られた．それらの中でも，特に夫とのストレス感との関連性が強かった．これらの結果から，母親のス

トレスを軽減させるには，まず夫にたいするストレス感を緩和させることが重要であり，そのことが子

どもに対するストレス感の緩和に繋がるのではないかと考えられた．それには，夫が母親にとって人生

の重要なパートナーであるという役割を果たすという要因が，子どもへの不適切な養育行動の改善に繋

がると推測される． 

 
キーワード ストレス，夫婦関係，不適切な養育行動  

 
１．はじめに 

社会の子育てへの関心がたかまり行政の育児支

援に対する取り組みがなされているにもかかわら

ず少子化は進む一方である．その要因の一つに母

親の“育児の心身の負担”があげられ，社会の環

境変化等からも育児はストレスが伴うものと捉え

られるようになってきた 1)，2）．そして，子どもは

可愛いが一緒にいると息がつまるという母親が増

えている 3)．平成 15 年の厚生労働白書の「育児不

安を生み出す子育ての実態」の調査報告では，子

どもといると「イライラすることが多い」と答え

る母親が 10.8%から 30.1%に増加してきている．

Ｈ16 年に行われた日本小児保健協会の「幼児健康

度調査」では，既に「子どもを虐待しているので

はないかと思うときがある」と答えた母親が全体

の 2 割以上であったと報告している 4）。このよう

に子育て期の母親が抱えているストレスや不安

感・育児困難感は増加傾向にある．母親のストレ

スが高まれば，それが母親の育児態度に影響を与

え，時には虐待的な養育行動に陥りやすくするこ

ともある５）．母親の身近な人間関係，特に夫や日 
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常生活の中で関わる重要他者との人間関係に関す

るストレスは母親の養育態度に影響を与える．

Bolger6）は，人間関係の葛藤が最も困惑させるス

トレッサーであると述べ，ストレスは「感情的な

八つ当たり」として，無意識に感情の捌け口を立

場の弱いものに向けていることも考えられる．  
母親のストレスからくる感情が時には虐待的な

養育行動に陥らせていることも考えられるが，し

かし，子どもにとっては，そのような養育態度を

蓄積してうけることによって，自尊心が傷つけら

れ健康な発達を阻害する要因となりうる 7）．子ど

もにとって大切なことは，親密で安定した継続的

な家族関係を通して子どもに安心感，安全感を与

えることであり，それには親自身の人格的成熟と

夫婦及び重要他者との人間関係の安定を保つこと

は重要なことであるが，具体的に母親の人間関係

のストレス感がどのように母親の養育行動に影響

を与えているのか，その実態を調査した研究はま

だ見当たらない．そこで本研究は，母親の身近な

人間関係のストレス感と不適切な養育行動の関連

性を明らかにすることを研究目的とした．その関

係性を明らかにすることによって，母親のストレ

スを緩和することの意義を確認し，そして，子育
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て支援の方向性を検討し得る一資料となりうると

考えた． 
 

２．対象と方法 
２．１ 対象者 
石川県 K 市内の健康センターで開催されてい

る 1歳 6か月児健診と 3歳児健診に訪れている母

親 534 名に質問紙票を直接手渡した．Ｋ市の人口

は約 45 万人で，県内全人口の約 38％を占めてお

り，人口増加率や，少年人口（0~14 歳）の割合

が最も高い地域である． 
 

２．２ 調査内容および方法 

不適切な養育行動は，内山 8)らが虐待行為の実

態を調査するために作成した質問項目の中から，

児の年齢に不適切なものや母親が明らかに不快を

感じさせるような項目を除いて 9項目を選出した．

その他，虐待不安の内容を聞く２つの項目を追加

した．本研究における不適切な養育行動の質問は

全部で 11 項目あり，回答は 4 件法で「ない」「た

まにある」「時々ある」「よくある」である．質問

の内容は身体的暴力に関するものは，頭をたたく，

顔を平手打ちする，ひどくつねる，物を使って叩

く，等である．ネグレクトに関するものは，風呂

に入れたり下着を替えたりしない，自動車内に放

置する，等である．心理的なものは，ひどく感情

的になって八つ当たりする，傷つけるような暴言

を言う，である．虐待不安に関するものは，たた

いてしまいそうで怖い，何をするかわからない，

である．調査票記載時には，健診に連れてきた子

どものことを想定して記入して頂いた．母親がス

トレスと感じる身近な対象者として，子ども，夫，

自分の親，夫の親，近所付き合い，親戚付き合い，

である．回答は，各身近な対象者について「スト

レスを感じますか」との質問に対して「とても」

「少し」「ない」の３件法である．社会的属性とし

て，家族形態，年齢，就業状況，子どもの数，児

の特別な障害（先天的な異常，分娩外傷，発達障

害），双子の有無等である．調査期間は 2005 年の

7 月から 9 月にかけて実施した． 
調査は無記名とし回収は郵送で行ない，会場内

での記入を希望した母親には記入場所を設置して，

記入後封をしてから回収箱に入れてもらった． 
 

２．３ 倫理的配慮 

石川県立看護大学の倫理審査会の承認を得た後，

K市内の 3箇所の健康センター長の書面による同

意を得た．健診に訪れている母親一人ひとりに研

究の目的と，調査に協力しなくても一切不利益が

生じないことを口頭と紙面上で説明し，了解が得

られたものには直接封筒に入った調査票を手渡し

た． 
  

２．４ 分析方法 
統計ソフト SPSS13.0J を用いて，ストレスを

感じる対象者と不適切な養育行動との関係性をχ
2検定で統計解析を行い，有意水準は 5%未満を採

用した． 
 

３．結果 
３．１ 対象者の属性 
調査票の配布数 534 で回収数は 383（回収率

71.7%）であった．対象者の平均年齢は31.9歳で

標準偏差値は4.9歳であった．家族形態は全体の

80％以上が核家族であり，全体の62％の母親が専

業主婦であった．母親一人が持つ子どもの数の中

央値は2人で，双子を持つ母親は5人（1.3 ％）

であった．特別な障害児（先天的な異常，分娩外

傷，発達障害等）をもつ母親はいなかった．対象

者の特性は表1にまとめた．  

 

表 1 対象者の属性 (ｎ=383) 
調 査 項 目 全 体

母 の 年 齢 （ 歳 ） 31.9(±4.9) 

核 家 族 309(80.7) 家 族 形 態

 複 合 家 族 74(19.3) 

主 婦 238(62.2) 

パ ー ト 61(15.9) 

母 の 就 業

 

 常 勤 84(21.9) 

1人 149(38.9) 

2人 171(44.6) 

3人 55(14.4) 

4人 5(1.3) 

5人 1(0.3) 

6人 1(0.3) 

母親一人 

あたりもつ

子どもの数

無記入 1(0.3) 
単体 375(97.9) 
多胎 5(1.3) 

妊娠の形態 

 

無記入 3(0.8) 

児 の 障 害 発達障害等 0 

（ ）内は各項目の割合（%）を表す 
 

３．２ 不適切な養育行動と母親がストレスを感

じている対象 

（１）不適切な養育行動の集計結果は表2に示し

た．不適切な養育行動11項目のなかで，多かった
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のは「感情的八つ当たり」で，「たまにある」「時々

ある」「よくある」をあわせると 76％であり，次

いで「頭をたたく」が 56％，「傷つける暴言をは

く」44％，ネグレクトの項目の「風呂に入れない」

は回答者のうち2人（0.1％）であった（％は無回

答を除いて計算した割合）． 

（２）母親がストレスと感じている対象の集計結

果は表3に示した．母親がストレスと感じている

対象で最も多い相手は「子ども」で，「少しある」

「かなりある」を合わせると全体の62％で，次い

で「夫の親」が54％，「夫」は52％であった（％

は無回答を除いて計算した割合）． 

 

３．３  母親がストレスを感じる対象と不適切な

養育行動との関連 

不適切な養育行動 11 項目に対して，その出現

率が，母親のストレスを感じる対象に「ある」「な

い」のそれぞれの群で異なるかどうか確かめるた

めにχ２検定を行った．「母親の不適切な養育行

動」「ストレス感」を 3 または 4 件法で行ったが

「よくある」「とても感じる」という回答が少な

く，統計処理を行うにあたり期待度数の小さいセ

ルが多くなることによって分析が困難になるた

め回収された回答を「はい」「いいえ」の 2 段階

に分類し直した．不適切な養育行動は4件法の中，

「よくある」「時々ある」「たまにある」を併せて

「ある」とし，母親のストレス感については3件

法の中，「少しある」，「かなりある」を併せて「あ

る」とした．また，無回答のものは分析から除き

325名を有効回答（60.9%）とした．これから述べ

る結果は，2 段階の回答分類で，有効回答 325 名

から導き出されたものである．その結果を表 4 に

示した． 
以下に，母親がストレスと感じる対象者と不適

切な養育行動 11 項目のうち，いくつの項目と関

連しているかをまとめた． 
（１）子どもにストレスを感じているものは，不

適切な養育行動 11 項目中 7 項目がストレスを感

じていないものよりも有意に多かった． 
（２）夫にストレスを感じているものは，不適切

な養育行動 11 項目中 6 項目がストレスを感じて

いないものよりも有意に多かった． 
（３）自分の親にストレスを感じているものは，

不適切な養育行動 11 項目中 2 項目がストレスを

感じていないものよりも有意に多かった． 

 

表 2 不適切な養育行動の結果 (ｎ=383) 

 ない たまにある 時々ある よくある 無記入 
感情的八つ当たり 92(24.0) 227(59.3) 46(12.0) 13(3.4) 5(1.3) 
頭を叩く 166(43.3) 170(44.4) 32(8.4) 9(2.3) 6(1.6) 
傷つける暴言を言う 213(55.6) 117(30.5) 38(9.9) 10(2.6) 5(1.3) 
顔を平手打ちする 287(74.9) 77(20.1) 11(2.9) 2(0.5) 6(1.6) 
ひどくつねる 345(90.1) 25(6.5) 5(1.3) 1(0.3) 7(1.8) 
物を使って，たたく 353(92.2) 22(5.7) 2(0.5) 0 6(1.6) 
物を投げつける 323(84.3) 46(12.1) 6(1.6) 1(0.3) 7(1.8) 
風呂に入れない下着を替えない 375(97.4) 2(0.5) 0 0 6(1.6) 
自動車内に放置する 338(88.3) 32(8.4) 6(1.6) 0 7(1.8) 
たたいてしまいそうで怖い 217(56.7) 118(30.8) 22(5.7) 15(3.9) 1(0.3) 
このままだとなにをするかと，不安になる 329(85.9) 34(8.9) 10(2.6) 3(0.8) 7(1.8) 

（ ）内は各養育態度の割合（%）を表す 
 
表3 母親がストレスと感じる対象についての結果 (ｎ=383) 

ストレス感  

対象 
ない 少しある かなりある 無記入 

子ども 139(36.3) 206(53.8) 18(4.7) 20(5.2) 

夫 170(44.4) 160(41.8) 21(5.5) 32(8.4) 

自分の親 266(69.5) 82(21.4) 7(1.8) 28(7.3) 

夫の親 158(41.3) 135(35.2) 52(13.6) 38(9.9) 

近所付き合い 236(61.6) 110(28.7) 8(2.1) 29(7.6) 

親戚付き合い 239(62.4) 101(26.4) 11(2.9) 32(8.4) 

（ ）内は各ストレス感のある対象の割合（%）を表す 
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表 4  母親がストレスを感じる対象と不適切な養育行動との関連（n=325） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 5 母親のストレス感が「子ども」と「子ども以外」の対象間の関連  (n=325) 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

（４）夫の親にストレスを感じているものは，不

適切な養育行動 11 項目中 1 項目がストレスを感

じていないものよりも有意に多かった． 
（５）近所付き合いにストレスを感じているもの

は，不適切な養育行動 11 項目中 5 項目がストレ

スを感じていないものよりも有意に多かった． 
（６）親戚付き合いでストレスを感じているもの

は，不適切な養育行動 11 項目中 2 項目がストレ

スを感じていないものよりも有意に多かった． 
 
３．４ 母親のストレス感が「子ども」と「子ど

も以外」の対象間における関連 
母親が子どもにストレスを感じているとき，最

も不適切な養育行動が多く認められることから，

子どもにストレス感が「ない」「ある」のそれぞ

れの群において，子ども以外のストレスを感じる

対象者に対してストレス感の出現率が異なるか

どうかを有効回答 325 名についてχ２検定を行っ

た．尚，母親のストレス感については3件法の中，

「少しある」，「かなりある」を併せて「ある」と

して分析をし，結果を表 5 に示した．母親が子ど

もにストレス感があるものは，いないものよりも，

全ての対象者（夫，自分の親，夫の親，近所付き

合い，親戚付き合い）においてストレス感がある

ことが 1％水準で有意に多いことが認められた．

その中で最も強い関連性がみられたのは夫で

（χ２（１）＝56.01、ｐ＜.00）,次いで，自分の

親（χ２（１）＝26.05、ｐ＜.00）であった． 
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４．考察 

４．１ 母親の身近な人間関係のストレス感と育

児行動について 

核家族化，少子化，地域におけるつながりの希

薄化により家庭の養育力の低下「子育ての危機」

が指摘されている 9)，10)．また，母親は一生懸命育

児をしても，社会環境の変動の中で幾重ものスト

レスを感じ，また孤独感や母親自身の性格的な未

熟さ等から不適切な養育行動に陥っているのが現

状であるといわれている 11）．本調査結果では『近

所付き合い』に 33%以上の母親がストレスと感じ

ており，このことから地域とのつながりを持つこ

とに何らかの難しさがあることが推測される．ま

た全体の 80%が核家族形態をとり，その中で母親

がストレスを感じている対象に，『子ども』6 割、

『夫』5 割と高い割合を占め，家庭内のストレス

フルな状況がうかがわれる． 

厚生労働省の調査によると少年非行も年々増加

傾向にあり，このような深刻な状況の見直しの原

点は家庭養育への支援とその充実にあると報告し

ている 12）．2000 年に行われた厚生の指標調査の

「児童虐待の疫学調査」の予備調査の結果では，

有効回答494人中，親の養育態度としてよく見か

けるのは「大声で叱る」「泣いていても放っておく」

「頭をたたく」などが全体の６割から8割を占め

ていたと報告している．この首都圏の調査は虐待

的な養育態度17項目を得点化し「虐待群」と判別

されたのは全体の8.9%，虐待傾向群は30.4%で，

約4割の母親が何らかの身体的虐待を日常の養育

態度にみられると報告している．本研究の調査の

結果では 1 歳 6 か月，3 歳児健診に訪れた母親が

対象で，調査回収数は383人で，そのうち回答さ

れた数について記述集計し，全体の母親の76％に

「感情的な八つ当たり」，56％に「頭をたたく」，

44％に「傷つける暴言をいう」などの養育行動が

みられた．これらのことから，本研究で調査が行

われたＫ市においても，首都圏で行われた調査と

同じように上記に挙げたような養育行動が約過半

数以上の母親にあることがわかった．不適切な養

育行動または虐待は，身体的な暴力行為をイメー

ジしやすいが，「感情的な八つ当たり」「傷つける

暴言をいう」等は，心理的な虐待と言われている
13）．そのような心理的な不適切な養育行動が日常

的に行われることは，子どもの人格形成に重大な

影響を及ぼすといわれ，特に言葉による暴力は自

尊感情を傷つける．子どもの１-３歳ごろは「ここ

ろの曙」といわれ，自尊感情や基本的信頼感の中

核が形成され，人格形成の基礎が作られる時期で

ある．そして，この時期の育児の内容はその後の

人生に大きく影響する 14)，15）． 

母親がストレスと感じる対象が子どもの場合，

不適切な養育行動11項目中，「感情的八つ当たり」

「傷つける暴言を言う」「顔を平手打ちする」「物

を使って，たたく」「物を投げつける」「たたいて

しまいそうで怖い」「このままだとなにをするかと，

不安になる」の7項目が，ストレスを感じない母

親よりも有意に多かった．次に多かったのは夫と

の人間関係でストレスを感じるものはそうでない

ものよりも不適切な養育行動6項目において有意

に多かった．また，近所付き合いにストレスを感

じている場合は，そうでないものよりも5項目に

おいて不適切な養育行動が有意に多かった．これ

らのことは，母親の生活の身近な相手，つまり自

分の子どもや夫，そして近所付き合いにストレス

を感じているほど育児の中で不適切な養育行動，

特に「感情的な八つ当たり」が多く見られるとい

う結果であった． 

また，子どもにストレスを感じている者は，感

じていない者よりも，夫，自分の親，夫の親，近

所付き合い，親戚付き合い，の人間関係にストレ

スを感じている者が有意に多いことが認められ，

その中でも特に夫にストレスを感じるかどうかと

の関連性が強かった．ストレスはさまざまな要因

が関与しているため一概にはいえないが，本研究

の結果から以下のことが推測される．母親の身近

な人間関係において，子どもとの関係にストレス

感を感じる者が一番多く，また子どもへのストレ

ス感と夫へのストレス感の関連性が強いという結

果から，夫へのストレス感の緩和を図ることは，

子どもに対するストレス感の緩和につながるので

はないか考える．渡邊 16）は，夫婦関係と母親の子

育ての満足度の関連性について調査した結果，夫

婦の対話時間が多いほど母親が育児に満足してい

ると報告している．また，川崎 17) ，佐々木 18)ら

の研究では，夫婦の精神的な結びつきが強いほど

父親の育児の参加度が高くそれに対して母親の満

足度も高いことを報告している．これらの先行研

究から母親の夫へのストレスを緩和するには，夫

からのサポートを得ることと夫婦の対話が重要な

要因として考えられる．すなわち，夫が子育ての

中で「人生の重要なパートナーであるという役割

を担う」ことと同時に，夫婦が互いに理解を深め

るようなコミュニケーションスキルを身につける

ことは母親の精神の安定性を図り，そのことが子
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どもへの「感情的な八つ当たり」を減少させる等

の育児行動の安定に繋がっていくと推測する． 
 
４．２ 子育て支援の今後の展望 

育児で重要なことは，親密で安定した家庭の継

続的な関係を通じて，子どもに信頼感，安心感，

安全感を与えることである．それにはまず，親自

身の人格的成熟と夫婦関係の安定，親密さを図り，

暖かく支持的な家庭環境を持つことが重要と考え

る．両親の不和は当事者にとっては当然だが，子

どもにとっても耐えがたい心理的なストレスとな

る．子どもは，大人によって配慮された世話，情

緒的にサポートされることにより，安定感，自己

効力感，自尊感情が育ち，向社会的行動への内的

動機付けが引き起こされる 19)．様々な養育行動は，

良しにつけ悪しきにつけ次の世代へと伝達される
20）ことを考慮するならば，好ましくない養育行動

が次世代に伝達しないように，また，子どもの精

神発達を前向きに促すためには，なるべく早期に

親となられる方に「養育行動が子どもに与える影

響」についての知識を得ていただくことは重要な

ことである．医療従事者として，そのような働き

かけができる場が考えられるものは，妊娠中の両

親学級等である．妊娠中の両親学級のプログラム

の中に，一般的な妊娠に関する内容とともに，親

の役割について考える場を提供することは次世代

育成支援に繋がるのではないかと考える． 
調査内容において，「不適切な養育行動」「スト

レスを感じる対象者」を，4 件及び３件法で行っ

たが統計的な処理のため回答を2段階に分類し直

したことにより，現実の状況をいささか強調した

嫌いはあるが，しかし若干ではあるが，近年の子

どもがおかれている家庭の養育環境についての知

見が得られたのではないかと考える． 

また，「不適切な養育行動」と「虐待」の境界線

は不透明であり，そして「虐待の定義は難しい」

という現実から，本研究の課題においては「不適

切な養育行動」という表現を用いた．しかし，「不

適切な養育行動が子どもの身体的精神的成長発達

を妨げる」のであれば，それは「虐待的な養育態

度」と表現することが適切かと考えられる． 
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The Association between a Mother’s Feelings of Stress in Close Human 
Relationships and the Consequent Unsatisfactory Approach to Raising her Child 

 
Akimi URAYAMA，Katsuko KANAGAWA，Shuichi OOKI 

 

Abstract 
his study aims to determine the relationship between a mother’s stressful feelings about her close 

human relationships and her unsatisfactory approach to raising her child. The method used was an 
anonymous self-administered questionnaire for mothers (n=534) who visited health centers for 
routine child development check-ups in the Ishikawa prefecture. The number of valid responses 
obtained was 383, which were collected by mail. The results showed that more than half the 
mothers expressed their stressful feelings, first toward their child and mother-in-law, and second to 
their husbands. When mothers experience stress with their children and husbands, they tend to 
show a more unsatisfactory approach toward their children than those mothers who experience 
stress with other human relationships. Another result to emerge was that mothers experience 
stress with their children related to other close human relationships, especially when there is strong 
relationship between their children and their husband. It was also observed from the results that 
relieving the stress in her relationship with her husband, emerged as the key factor that 
contributed significantly to the reduction in the unsatisfactory approach, compared with relieving 
her frustrations with her other close human relationships. It can also be concluded that since her 
husband plays an important role as her life partner, the stressful feelings, resulting from that 
relationship, can be a significant critical factor. 

 
Keywords  Stress，Relationship between wife and husband，Unsatisfactory approach to raising child 




